御伽草子『二十四孝』の説話本文について ： 清原枝賢の学問をめぐって by 坪井, 直子
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
清
原
枝
賢
の
学
問
を
め
ぐ
っ
て
坪
井
直
子
1
〔抄
録
〕
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
は
、
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
和
訳
を
基
に
草
子
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
五
言
詩
は
確
か
に
一
致
す
る
が
、
し
か
し
、
各
話
の
説
話
本
文
は
一
致
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
近
年
、
董
永
条
の
説
話
本
文
が
蒙
求
に
基
づ
く
こ
と
な
ど
、
複
数
の
文
献
が
典
拠
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
本
稿
も
、
説
話
本
文
の
典
拠
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
清
原
枝
賢
が
関
わ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『二
十
四
孝
詩
註
』
と
龍
谷
大
学
蔵
『二
十
四
孝
注
』
が
、
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
の
典
拠
で
あ
る
可
能
性
を
考
察
し
、
二
つ
の
文
献
が
御
伽
草
子
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
・ま
た
枝
賢
は
舟
橋
本
孝
子
伝
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
舟
橋
本
孝
子
伝
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
考
察
を
行
い
、
御
伽
草
子
の
一
部
に
舟
橋
本
孝
子
伝
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
ニ
十
四
孝
、
孝
子
伝
、
御
伽
草
子
、
清
原
枝
賢
は
じ
め
に
室
町
末
に
成
っ
た
と
み
ら
れ
る
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
(以
下
、
御
伽
草
子
と
す
る
)
は
、
元
の
郭
居
敬
が
撰
し
た
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
(以
下
、
二
十
四
孝
詩
選
と
す
る
)
の
和
訳
を
基
に
草
子
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
間
で
、
収
載
す
る
二
十
四
の
孝
子
譚
と
各
話
に
あ
る
五
言
詩
は
確
か
に
一
致
す
る
が
、
し
か
し
、
各
話
の
説
話
本
文
は
二
十
四
孝
詩
選
と
一
致
し
て
い
な
い
も
の
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
が
あ
る
。
近
年
、
董
永
条
の
説
話
本
文
が
蒙
求
に
基
づ
く
こ
と
な
ど
、
複
数
の
文
献
が
説
話
本
文
の
典
拠
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
本
稿
も
、
説
話
本
文
の
典
拠
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
清
原
枝
賢
が
所
持
及
び
執
筆
し
た
と
み
ら
れ
る
二
つ
の
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
が
、
説
話
本
文
の
典
拠
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
枝
賢
が
書
写
し
た
孝
子
伝
に
つ
い
て
も
同
様
の
検
討
を
行
い
た
い
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
御
伽
草
子
成
立
の
手
掛
か
り
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
九
一
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
御
伽
草
子
の
典
拠
に
関
す
る
先
学
の
指
摘
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
御
伽
草
子
の
典
拠
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
山
岸
徳
平
氏
で
あ
ろ
う
。
説
話
文
学
に
お
け
る
中
国
文
学
の
影
響
を
俯
瞰
さ
れ
た
山
岸
氏
は
、
お
伽
草
子
の
廿
四
孝
は
、
日
記
故
事
な
ど
の
文
に
よ
る
も
の
か
と
見
ら
れ
る
(
　
)
と
し
た
。
次
に
、
日
本
に
於
け
る
二
十
四
孝
の
流
布
と
影
響
を
考
察
し
た
川
口
久
(
2
)
雄
氏
は
、
御
伽
草
子
と
日
記
故
事
を
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
日
記
故
事
で
は
仲
由
・
江
革
、
御
伽
草
子
で
は
張
孝
・
張
礼
、
田
真
・
田
広
・
田
慶
の
出
入
が
あ
り
、
且
つ
説
話
内
容
に
異
同
あ
る
も
の
四
條
に
及
び
、
且
つ
詩
句
の
異
同
の
甚
し
き
も
の
四
條
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
日
記
故
事
か
ら
直
ち
に
御
伽
草
子
と
な
っ
た
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
…
…
日
記
故
事
に
は
異
本
が
尠
く
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
か
ら
、
我
が
御
伽
草
子
は
日
記
故
事
の
一
異
本
に
基
づ
き
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
所
據
原
本
は
今
日
管
見
に
入
ら
な
い
山
岸
氏
は
二
十
四
孝
詩
選
に
言
及
し
て
い
る
の
で
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
日
記
故
事
を
御
伽
草
子
の
典
拠
に
比
定
し
て
い
る
。
川
ロ
氏
も
、
長
澤
規
矩
也
氏
を
通
じ
て
成
簣
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『二
十
四
孝
詩
選
』
を
知
っ
M
　
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
や
は
り
追
究
は
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
母
利
司
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
以
降
は
、
日
記
故
事
系
二
十
四
孝
が
漢
籍
二
十
四
孝
の
代
表
で
あ
り
流
布
本
で
あ
っ
て
、
二
十
四
孝
詩
選
は
そ
の
異
本
と
し
か
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
山
岸
氏
も
川
口
氏
も
日
記
故
事
系
二
十
四
孝
を
典
拠
と
し
た
よ
う
(
4
)
で
あ
る
。
九
二
二
十
四
孝
詩
選
が
、
御
伽
草
子
の
典
拠
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
川
瀬
一
馬
氏
か
ら
で
、
川
瀬
氏
は
、
「全
相
二
十
四
孝
詩
註
」
と
題
さ
れ
る
二
十
四
孝
詩
選
の
室
町
中
期
書
写
本
(川
瀬
氏
は
五
言
詩
註
本
と
称
す
る
)
を
入
手
し
、
二
十
四
孝
詩
選
の
伝
本
等
を
調
査
し
た
結
果
、
翻
訳
の
底
本
は
五
言
詩
註
本
を
用
ひ
、
仮
名
交
り
の
本
文
が
其
の
詩
註
の
本
文
に
據
つ
て
翻
訳
し
て
あ
る
事
は
両
者
対
照
し
て
み
れ
ば
一
見
明
瞭
で
あ
る
(
5
)
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
に
禿
氏
祐
祥
氏
が
龍
谷
大
学
に
蔵
さ
れ
る
二
十
四
孝
詩
選
の
伝
本
を
紹
介
す
る
に
至
っ
て
、
御
伽
草
子
の
二
十
四
孝
詩
選
典
(
6
)
拠
説
は
確
定
し
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
明
嘉
靖
二
十
五
(
一
五
四
六
)
年
刊
本
の
写
し
と
み
ら
れ
る
室
町
後
期
写
の
乙
本
、
絵
入
り
の
近
世
初
期
写
の
甲
本
は
共
に
「新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
と
題
さ
れ
、
御
伽
草
子
と
は
五
言
詩
が
一
致
す
る
だ
け
で
は
な
く
二
十
四
条
か
ら
な
る
孝
子
譚
の
順
序
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
(黄
山
谷
条
が
、
龍
谷
大
学
蔵
本
で
は
十
番
目
に
、
御
伽
草
子
で
は
二
十
三
番
目
に
位
置
す
る
)
。
龍
谷
大
学
蔵
本
の
よ
う
な
二
十
四
孝
詩
選
が
、
御
伽
草
子
の
成
立
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
二
十
四
孝
詩
選
か
ら
御
伽
草
子
へ
と
直
ぐ
に
和
訳
さ
れ
た
と
見
る
向
き
は
少
な
い
。
二
十
四
孝
を
中
心
と
す
る
膨
大
な
孝
子
説
話
を
蒐
集
し
て
研
究
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
徳
田
進
氏
は
、
「お
伽
草
子
所
収
の
よ
う
な
和
文
を
見
る
ま
で
に
(
7
)
は
、
階
程
が
あ
っ
た
」
と
し
、
御
伽
草
子
が
成
立
す
る
契
機
を
「天
正
頃
の
二
十
四
孝
学
」
に
探
っ
た
徳
田
和
夫
氏
も
ま
た
、
十
五
世
紀
初
頭
か
ら
訳
出
さ
れ
始
め
、
「
二
十
四
孝
」
に
落
ち
着
く
ま
で
、
相
当
の
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
五
山
僧
を
中
心
に
註
や
抄
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
か
な
り
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
　
　
　
と
し
て
い
る
。
尚
、
御
伽
草
子
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
氏
が
、
二
十
四
　
　
　
孝
詩
選
の
伝
本
の
流
布
状
況
な
ど
か
ら
、
元
亀
、
天
正
頃
を
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
に
於
い
て
も
、
川
瀬
氏
の
説
を
退
け
る
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
川
瀬
氏
の
推
定
を
補
強
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
御
伽
草
子
が
二
十
四
孝
詩
選
を
典
拠
と
す
る
主
た
る
理
由
は
、
御
伽
草
子
と
龍
谷
大
学
蔵
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
孝
子
譚
の
順
序
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
と
、
御
伽
草
子
と
二
十
四
孝
詩
選
の
五
言
詩
が
一
致
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
。
だ
が
、
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
孝
詩
選
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
単
純
に
二
十
四
孝
詩
選
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
徳
田
和
夫
氏
も
「
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
二
十
四
孝
」
の
説
話
本
　　
　
文
と
一
致
す
る
文
献
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
」
と
留
意
し
て
い
た
が
、
近
年
、
二
十
四
の
説
話
本
文
の
中
に
、
蒙
求
や
法
苑
珠
林
に
拠
っ
た
話
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
御
伽
草
子
董
永
条
の
説
話
本
文
が
、
蒙
求
「董
永
自
売
」
注
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
三
浦
俊
介
氏
で
あ
る
。
三
浦
氏
は
、
漢
籍
、
唱
導
文
献
な
ど
に
記
述
さ
れ
た
董
永
譚
と
比
較
検
討
し
た
上
で
、
蒙
求
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
明
　
　
　
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
川
崎
博
氏
が
、
王
衷
条
も
蒙
求
「王
衷
柏
惨
」
注
に
拠
　
ね
　
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
黒
田
彰
先
生
は
、
王
衷
の
出
身
地
で
あ
る
「営
陵
」
を
、
御
伽
草
子
と
文
禄
五
年
版
『蒙
求
』
注
が
揃
っ
て
「
営
陰
」
と
誤
る
こ
と
か
ら
、
「御
伽
草
子
は
或
い
は
、
蒙
求
の
徐
注
の
一
本
に
拠
る
か
」
と
し
　
お
り
て
い
る
。
川
崎
博
氏
は
ま
た
、
二
十
四
孝
詩
選
と
御
伽
草
子
の
嵯
峨
本
を
比
較
し
、
顕
著
に
相
違
し
て
い
る
七
説
話
即
ち
漢
文
帝
、
丁
蘭
、
楊
香
、
董
永
、
王
衷
、
朱
寿
昌
、
張
孝
張
礼
条
を
検
討
し
て
、
丁
蘭
条
が
劉
向
孝
子
伝
(法
苑
珠
林
四
十
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
等
所
引
)
に
拠
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
川
崎
氏
は
、
張
孝
張
礼
条
に
つ
い
て
も
、
盗
賊
か
ら
「米
二
石
塩
一
駄
」
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
箇
所
が
二
十
四
(
14
)
孝
詩
選
に
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
高
橋
健
太
郎
君
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
御
伽
草
子
張
孝
張
礼
条
は
、
千
字
文
「恭
惟
鞠
養
」
注
を
和
訳
し
て
お
り
、
問
題
の
箇
所
も
千
字
文
注
に
「更
与
礼
米
二
石
塩
一
斤
」
と
い
う
近
似
の
記
述
が
あ
る
。
以
上
、
判
明
し
て
い
る
御
伽
草
子
説
話
本
文
の
典
拠
を
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
一
部
で
あ
り
解
明
さ
れ
て
い
な
い
孝
子
譚
が
依
然
と
し
て
残
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
清
原
枝
賢
に
注
目
し
て
み
た
い
。
枝
賢
と
関
係
す
る
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
が
静
嘉
堂
文
庫
と
龍
谷
大
学
に
伝
存
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
徳
田
和
夫
氏
は
、
二
十
四
孝
詩
選
の
註
や
抄
が
五
山
僧
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
御
伽
草
子
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
公
家
が
二
十
四
孝
に
関
心
を
示
し
て
お
り
、
五
山
僧
だ
け
で
な
く
公
家
の
知
識
人
の
参
画
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
静
嘉
堂
文
庫
と
龍
谷
大
学
の
伝
本
は
、
公
家
の
知
識
人
が
関
与
し
た
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
と
し
て
興
味
深
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
枝
賢
は
孝
子
伝
(所
謂
舟
橋
本
孝
子
伝
)
の
書
写
も
行
っ
て
い
る
。
二
十
四
孝
が
流
布
す
る
以
前
は
、
孝
子
譚
と
い
え
ば
孝
子
伝
と
蒙
求
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
宝
物
集
一
に
「こ
ま
か
に
は
孝
子
伝
、
蒙
求
な
ど
に
申
て
侍
る
め
り
」
と
あ
り
、
十
訓
抄
六
に
「こ
の
た
ぐ
ひ
、
も
ろ
こ
し
の
こ
と
な
れ
ば
、
孝
子
伝
、
蒙
求
な
ど
に
し
る
せ
る
に
よ
つ
て
、
み
な
人
、
ロ
付
け
た
る
物
語
な
れ
ば
、
く
は
し
く
書
き
述
ぶ
る
に
及
ば
ず
」
と
あ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
御
伽
草
子
の
董
永
条
や
王
衷
条
が
、
蒙
求
注
を
和
訳
し
て
お
り
、
且
つ
、
室
町
末
の
知
識
人
の
周
辺
に
孝
子
伝
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
御
伽
草
子
に
も
舟
橋
本
孝
子
伝
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
理
九
三
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
由
に
よ
り
、
枝
賢
が
関
係
す
る
三
つ
の
文
献
と
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
枝
賢
と
関
係
す
る
二
つ
の
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
と
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『二
(
15
)
(
16
)
十
四
孝
詩
註
』
と
、
龍
谷
大
学
蔵
『
二
十
四
孝
注
』
で
あ
る
(以
下
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
静
嘉
堂
本
抄
、
龍
谷
大
学
蔵
本
を
龍
谷
大
学
本
抄
と
す
る
)
。
二
つ
の
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
静
嘉
堂
本
抄
を
詳
細
に
考
察
し
た
柳
田
征
司
氏
に
よ
る
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
の
分
類
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
柳
田
氏
は
、
枝
賢
と
関
係
す
る
二
つ
の
伝
本
を
含
む
計
七
つ
の
伝
本
に
つ
い
て
分
類
を
試
み
て
い
る
。
先
ず
、
専
ら
二
十
四
孝
詩
選
に
拠
る
も
の
と
孝
行
録
系
の
本
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
抄
と
『孝
行
録
』
系
本
混
淆
抄
と
に
分
け
、
次
に
、
賛
詩
語
句
の
説
明
を
持
つ
注
釈
型
と
、
孝
子
の
事
跡
の
説
明
だ
け
で
逐
語
的
に
注
釈
す
る
部
分
を
持
た
な
い
事
跡
説
明
型
に
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
詩
形
に
も
注
意
を
払
い
、
注
釈
型
を
五
言
詩
注
釈
型
と
七
言
詩
注
釈
型
に
分
け
て
い
る
。
柳
田
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
静
嘉
堂
本
抄
は
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
抄
、
五
言
詩
注
釈
型
と
な
り
、
龍
谷
大
学
本
抄
は
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
抄
、
事
跡
説
明
型
本
と
な
っ
て
、
分
類
項
目
は
異
な
る
。
し
か
し
、
柳
田
氏
は
二
つ
の
抄
の
問
に
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
龍
谷
大
学
本
抄
に
つ
い
て
も
詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。
柳
田
氏
の
考
察
を
基
に
二
書
の
関
係
を
確
認
し
、
さ
ら
に
御
伽
草
子
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。
(
17
)
静
嘉
堂
本
抄
は
、
川
口
氏
が
紹
介
し
た
写
本
で
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、
『逆
耳
集
』
、
九
四
『金
句
集
』
と
と
も
に
江
戸
初
期
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
(『逆
耳
集
』
、
静
嘉
堂
本
抄
、
『金
句
集
』
の
合
本
)
。
内
題
に
「二
十
四
孝
五
言
之
詩
」
、
尾
題
に
「
二
十
四
孝
詩
註
」
と
あ
り
、
奥
書
に
は
「此
本
清
家
以
秘
本
写
早
」
と
あ
る
。
『逆
耳
集
』
の
奥
書
に
「右
一
書
号
逆
耳
集
、
慕
聖
賢
之
風
俗
、
恐
侫
邪
之
悪
逆
、
而
信
筆
信
ロ
、
為
童
蒙
、
以
仮
名
加
注
解
、
勿
出
窓
外
而
已
孔
徒
野
人
梅
子
天
正
十
四
戌
歳
三
月
日
此
書
清
家
以
正
本
写
之
早
正
甫
」
と
あ
り
、
『金
句
集
』
の
奥
書
に
「天
正
十
四
戌
年
卯
月
下
旬
吉
曜
日
、
右
之
本
金
句
集
之
内
、
語
有
不
足
可
見
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
十
四
(
一
五
入
六
)
年
に
、
清
原
家
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
正
甫
と
い
う
人
物
が
、
清
原
家
に
存
し
た
三
書
を
啓
蒙
書
と
し
て
一
冊
に
書
写
し
、
そ
れ
を
江
戸
初
期
に
転
写
し
た
も
の
ら
し
い
。
一
方
、
龍
谷
大
学
本
抄
は
、
外
題
に
「
二
十
四
孝
注
」
、
内
題
に
「
二
十
四
孝
」
と
あ
り
、
奥
書
に
「於
逆
旅
不
蓄
一
巻
書
、
遇
錯
乱
荷
薪
掉
船
及
数
年
、
于
爰
半
井
正
流
医
伝
安
立
軒
賢
息
兵
庫
頭
元
成
雖
弱
冠
、
孝
行
忠
恕
之
得
道
、
雖
知
命
翁
牆
面
虚
左
者
、
感
歎
之
余
備
硯
下
元
亀
三
歳
舎
壬
申
季
冬
大
寒
後
一
日
宮
内
卿
清
原
朝
臣
枝
賢
隊
(以
下
別
筆
)
此
本
老
師
曲
肬
斉
、
乞
得
之
写
之
、
清
家
秘
抄
尤
大
切
也
E
吉
天
正
十
九
仲
夏
日
三
十
郎
如
探
叟
(花
押
)
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
亀
三
(
一
五
七
二
)
年
に
、
清
原
枝
賢
が
、
医
家
で
あ
っ
た
半
井
元
成
の
孝
行
忠
恕
に
感
嘆
し
て
執
筆
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。
そ
れ
が
、
枝
賢
の
門
人
で
あ
る
曲
肱
斎
(曲
肬
斉
)
に
よ
っ
て
写
さ
れ
、
天
正
十
九
(
一
五
九
一
)
年
に
は
、
曲
肱
斎
の
弟
子
で
あ
る
藤
原
三
十
郎
盛
政
三
慶
へ
と
伝
わ
っ
て
い
っ
た
ら
し
い
。
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
は
、
形
式
は
異
な
る
が
、
孝
子
の
順
序
は
同
じ
(
　
)
で
あ
り
、
内
容
も
近
似
し
た
箇
所
が
多
く
あ
る
。
柳
田
氏
は
、
二
つ
の
抄
の
関
係
に
つ
い
て
、
龍
谷
大
学
本
抄
か
ら
は
静
嘉
堂
本
抄
の
本
文
が
出
て
こ
な
い
、
他
の
抄
物
に
五
山
僧
が
作
成
し
た
も
の
が
あ
る
、
静
嘉
堂
本
抄
が
ゾ
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
五
山
禅
僧
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
静
嘉
堂
本
抄
の
よ
う
な
も
の
に
依
拠
し
て
、
枝
賢
が
自
ら
の
抄
即
ち
龍
谷
大
学
本
抄
を
作
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
二
つ
の
抄
の
文
体
の
差
異
や
、
龍
谷
大
学
本
抄
田
真
条
の
話
の
筋
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
見
解
は
首
肯
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
柳
田
氏
は
ま
た
、
元
亀
、
天
正
以
後
江
戸
初
期
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
末
期
抄
物
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
『
二
十
四
孝
詩
註
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
本
抄
は
、
全
七
丁
の
短
小
な
抄
物
で
あ
り
、
二
十
四
孝
を
主
題
と
し
た
漢
詩
を
作
る
た
め
の
故
事
を
簡
便
に
学
ぶ
の
に
役
立
つ
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
抄
は
、
原
典
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
切
り
離
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
一
つ
の
読
み
物
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
抄
物
が
お
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
柳
田
氏
は
、
二
十
四
孝
詩
選
の
抄
物
を
主
体
に
考
察
し
て
い
て
、
抄
物
と
御
伽
草
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
旦
ハ体
的
に
考
察
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
を
、
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
と
比
較
検
討
し
た
い
。
二
つ
の
抄
と
御
伽
草
子
の
問
で
、
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
楊
香
条
と
呉
猛
条
で
あ
る
。
先
ず
、
楊
香
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
御
伽
草
子
を
上
げ
る
が
、
二
十
四
孝
詩
選
に
拠
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
二
十
四
孝
詩
選
も
並
べ
て
上
げ
る
(御
伽
草
子
は
嵯
峨
版
に
拠
り
、
二
十
四
孝
詩
選
は
龍
谷
大
学
蔵
乙
本
に
拠
り
甲
本
を
参
照
し
た
。
引
用
に
際
し
て
は
私
に
漢
字
仮
名
を
改
め
句
読
点
等
を
施
し
た
)
。
・
御
伽
草
子
「楊
香
」
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
深
山
逢
自
額
努
力
搏
一腥
風
父
子
倶
無
・恙
脱
二身
饒
ロ
中
楊
香
は
ひ
と
り
の
父
を
も
て
り
。
有
時
、
父
と
・
も
に
山
中
へ
行
し
に
、
た
ち
ま
ち
あ
ら
き
虎
に
あ
へ
り
。
楊
香
、
父
の
命
を
う
し
な
は
ん
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
虎
を
追
さ
ら
ん
と
し
侍
り
け
れ
共
、
か
な
は
さ
る
程
に
、
天
の
御
あ
は
れ
み
を
た
の
み
、
こ
い
ね
か
は
く
は
、
我
命
を
虎
に
あ
た
へ
、
父
を
た
す
け
て
給
へ
と
、
心
さ
し
を
ふ
か
く
し
て
祈
け
れ
は
、
さ
す
が
天
も
あ
は
れ
と
思
ひ
給
け
る
に
や
、
今
ま
て
、
た
け
き
か
た
ち
に
て
、
取
り
く
ら
は
む
と
せ
し
に
、
虎
俄
に
尾
を
す
へ
て
、
に
け
し
り
そ
き
け
れ
は
、
父
子
共
に
、
虎
口
の
難
を
ま
ぬ
か
れ
、
つ
・
か
な
く
家
に
帰
り
侍
と
な
り
。
是
偏
に
、
孝
行
の
心
さ
し
ふ
か
き
故
に
、
か
や
う
の
き
と
く
を
あ
ら
は
せ
る
な
る
へ
し
・
二
十
四
孝
詩
選
「楊
香
」
深
山
逢
二白
額
一
努
力
搏
腥
風
㎜
父
子
倶
無
・恙
脱
・身
饒
口
中
楊
香
其
父
為
・虎
曳
去
、
香
搏
・
虎
、
遂
免
二於
害
一
両
者
と
も
五
言
詩
は
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。
二
十
四
もつ
孝
詩
選
は
、
父
(楊
豊
)
に
害
を
加
え
そ
う
に
な
っ
た
虎
を
娘
の
楊
香
が
搏
っ
て
(搏
つ
…
素
手
で
た
た
く
意
)
、
虎
の
害
か
ら
免
れ
る
話
で
あ
る
の
に
対
し
、
御
伽
草
子
は
、
山
申
で
虎
と
行
き
会
っ
た
時
に
、
自
分
の
命
を
差
し
出
す
の
で
父
を
助
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
楊
香
の
天
へ
の
祈
り
が
通
じ
虎
か
ら
逃
れ
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
虎
か
ら
逃
れ
る
点
は
同
じ
で
も
、
そ
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
と
孝
行
録
前
賛
章
の
楊
香
条
と
も
比
較
し
て
み
る
(日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
は
万
暦
新
歳
刊
寛
文
九
(
一
六
六
九
)
年
模
九
五
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
　む
　
刻
『新
釵
類
官
様
日
記
故
事
大
全
』
巻
一
「
二
十
四
孝
」
に
拠
り
、
孝
行
録
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
権
近
注
解
孝
行
録
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
私
に
句
読
点
を
施
し
た
)
。
・
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
「盗
虎
救
親
」
晋
楊
香
年
十
四
歳
、
嘗
随
・父
豊
一、
往
・田
獲
・栗
、
父
為
・
虎
曳
去
、
時
楊
香
手
無
・寸
鉄
、
惟
知
・有
・
父
而
不
・知
・有
・身
、
踴
躍
向
前
、
盗
コ
持
虎
頸
・、
虎
亦
靡
然
而
逝
、
父
纔
得
・免
一於
害
・
詩
深
山
逢
白
額
努
力
搏
腥
風
一
日
父
子
倶
無
・恙
脱
身
饒
口
中
・
孝
行
録
前
賛
章
「楊
香
跨
虎
」
楊
香
魯
国
人
也
、
笄
年
、
父
入
・山
申
、
被
二
虎
奮
迅
、
欲
・傷
一.其
父
冖、
空
手
不
・執
力
器
一、
無
苡
禦
・之
、
大
q
叫
相
救
・、
香
認
交
声
、
匍
匐
奔
走
、
踊
跨
虎
背
・、
執
・耳
叫
号
、
虎
不
・能
・傷
其
父
一、
負
・香
奔
走
、
困
而
斃
焉
魯
邦
有
・女
、
字
日
楊
香
・、
父
遭
虎
逐
、
頓
d
什
山
岡
、
聞
・声
赴
救
、
直
前
自
当
、
騎
・背
挈
・
耳
、
叫
コ
呼
彼
蒼
・、
未
・遑
二噬
搏
・、
載
.
以
奔
忙
、
白
額
俄
斃
、
翠
娥
無
・傷
(権
近
注
解
部
分
は
略
す
)
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
で
は
、
楊
香
が
素
手
で
虎
の
頸
を
し
め
つ
け
て
虎
を
退
散
さ
せ
、
孝
行
録
前
賛
章
で
は
、
楊
香
は
虎
の
背
に
跨
り
耳
を
つ
か
ん
で
叫
ん
で
い
る
う
ち
に
虎
が
斃
死
し
た
と
あ
る
。
楊
香
譚
は
、
逸
名
孝
子
伝
(太
平
御
覧
八
九
二
、
古
今
事
文
類
聚
後
集
三
十
六
等
所
引
)
や
異
苑
十
等
に
み
え
る
話
で
、
逸
名
孝
子
伝
は
二
十
四
孝
詩
選
に
近
似
し
、
異
苑
十
や
日
記
故
事
三
孝
感
類
「
打
虎
奪
父
」
は
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
で
は
楊
九
六
香
は
虎
と
闘
っ
て
退
散
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
父
の
身
代
わ
り
を
天
に
祈
る
と
い
っ
た
要
素
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
に
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
要
素
が
み
え
る
の
で
あ
る
。
・
静
嘉
堂
本
抄
〔
(
)
内
割
注
〕
楊
香
(親
ノ
老
耄
シ
テ
山
二
入
テ
遊
ハ
ン
ト
云
程
二
、
楊
香
親
ヲ
ツ
レ
テ
山
二
入
テ
遊
フ
時
二
虎
二
行
逢
フ
タ
リ
)
、
深
山
・逢
白
額
一
(白
額
ト
ハ
、
虎
ク
ラ
ワ
ウ
ノ
事
ソ
、
二
人
ノ
者
ヲ
食
ト
テ
ヨ
ロ
コ
ヒ
テ
見
エ
タ
リ
)
努
力
搏
惶
風
(努
力
ト
バ
カ
ヲ
イ
カ
ラ
シ
、
搏
惶
ノ
風
ハ
、
廣
ク
ヲ
ソ
ロ
シ
イ
風
ヲ
吹
セ
タ
也
、
其
楊
香
手
コ
ブ
シ
ヲ
握
テ
、
向
・
虎
二
心
ノ
中
二
天
二
訴
ヘ
ヲ
申
ス
、
我
ハ
時
節
到
来
也
、
親
ヲ
イ
ケ
テ
賜
レ
ト
祈
願
ス
、
天
モ
ア
ハ
レ
ミ
給
ヘ
ハ
、
虎
モ
シ
リ
ソ
ク
ソ
)
、
父
子
倶
無
・恙
、
脱
・身
饒
ロ
中
・
(饒
ロ
ト
ハ
鰐
ノ
ロ
ヲ
ノ
カ
レ
タ
ソ
ト
云
心
ナ
リ
)
・
龍
谷
大
学
本
抄
楊
香
老
耄
た
る
親
あ
り
。
山
に
入
遊
こ
と
を
求
。
親
を
お
ふ
て
、
山
に
入
あ
そ
ふ
。
し
ろ
額
な
る
虎
は
必
人
を
く
ら
ふ
な
り
。
白
額
な
る
虎
、
此
楊
香
父
子
を
食
殺
さ
ん
と
喜
て
、
風
を
お
こ
し
、
い
か
り
を
な
し
て
向
ふ
。
楊
香
心
中
に
、
天
に
祈
申
て
、
い
は
く
。
我
か
な
ら
す
、
虎
の
為
に
命
を
う
し
な
ふ
へ
し
。
老
た
る
親
の
命
を
た
す
け
給
へ
と
、
念
し
つ
つ
、
手
こ
ふ
し
を
、
に
き
り
て
、
虎
に
か
か
り
向
ふ
。
虎
、
を
そ
れ
て
、
さ
り
ぬ
。
孝
心
の
か
ん
す
る
所
な
り
な
ぜ
御
伽
草
子
や
二
つ
の
抄
に
、
父
の
身
代
わ
り
を
天
に
祈
る
要
素
が
あ
る
の
か
。
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
二
十
四
孝
に
は
身
代
わ
り
を
願
う
話
や
天
感
を
蒙
る
話
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
る
影
響
が
あ
る
。
例
え
ば
、
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
た
話
と
し
て
庚
黔
婁
譚
が
あ
る
。
庚
黔
婁
は
父
の
病
気
の
身
代
わ
り
を
北
辰
(御
伽
草
子
は
「北
斗
」
と
す
る
)
に
願
う
が
、
こ
れ
は
二
十
四
孝
詩
選
庚
黔
婁
条
の
五
言
詩
第
三
、
四
句
に
「願
将
身
代
死
、
北
望
啓
憂
心
」
と
詠
ま
れ
て
も
い
る
の
で
、
静
嘉
堂
本
抄
の
よ
う
な
五
言
詩
の
み
で
話
の
筋
を
捉
え
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
庚
黔
婁
の
行
為
は
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
、
身
代
わ
り
に
な
ろ
う
と
す
る
話
と
し
て
は
、
賊
に
捕
ら
わ
れ
た
弟
の
身
代
わ
り
を
請
う
張
孝
張
礼
譚
が
あ
り
、
天
感
を
蒙
る
話
と
し
て
は
、
天
に
祈
っ
て
筍
を
得
る
孟
宗
譚
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
話
か
ら
類
推
し
て
、
楊
香
が
父
の
身
代
わ
り
を
天
に
祈
る
と
い
っ
た
要
素
が
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
正
年
間
の
成
立
と
み
ら
れ
る
月
菴
酔
醒
記
所
収
「
二
十
四
孝
」
の
楊
香
条
も
試
み
に
見
て
み
よ
う
。
(
20
)
次
に
そ
の
本
文
を
示
す
(古
典
文
庫
本
に
拠
る
)。
・
月
菴
酔
醒
記
「楊
香
」
深
山
逢
白
額
努
力
搏
一腥
風
・
父
子
倶
無
・恙
脱
身
饒
口
中
・
や
う
き
や
う
深
山
に
て
父
と
ら
に
あ
ふ
、
と
ら
く
ら
は
ん
と
す
る
、
き
や
う
虎
に
た
い
し
て
、
我
を
ふ
く
し
て
父
を
た
す
け
よ
と
て
、
身
を
と
ら
の
ロ
に
ま
か
せ
け
れ
は
、
父
子
と
も
に
虎
く
は
さ
る
な
り
二
十
四
孝
詩
選
を
忠
実
に
和
訳
し
よ
う
と
す
る
月
菴
酔
醒
記
で
あ
る
が
、
楊
香
条
は
理
解
し
難
か
っ
た
の
か
、
虎
と
闘
う
の
で
は
な
く
、
「我
を
ふ
く
し
て
父
を
た
す
け
よ
」
と
し
て
「身
を
と
ら
の
口
に
ま
か
せ
」
て
い
る
。
こ
の
和
訳
は
、
詩
第
四
句
「脱
身
纔
ロ
中
」
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
第
四
句
は
危
難
か
ら
逃
れ
る
譬
喩
で
あ
ろ
う
が
、
人
を
食
う
虎
が
登
場
す
る
話
で
あ
る
だ
け
に
複
雑
で
あ
る
。
詩
第
一
句
に
あ
る
「白
額
」
も
、
蒙
求
の
標
題
に
も
な
っ
て
い
る
「周
處
三
害
」
の
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
一
つ
「南
山
白
額
猛
虎
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
月
菴
酔
醒
記
は
字
義
通
り
に
、
饒
ロ
(飢
え
て
食
べ
物
を
欲
し
が
る
口
)
即
ち
、
虎
の
ロ
か
ら
脱
し
た
と
解
し
、
楊
香
が
、
虎
の
食
と
な
る
た
め
我
が
身
を
虎
口
に
さ
ら
し
父
を
助
け
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
和
訳
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
く
思
う
の
は
、
御
伽
草
子
等
と
同
様
に
、
月
菴
酔
醒
記
に
も
「我
を
ふ
く
し
て
父
を
た
す
け
よ
」
と
い
う
身
代
わ
り
を
願
う
部
分
が
あ
る
こ
と
で
、
生
死
に
関
わ
る
話
に
(
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)
は
想
起
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
御
伽
草
子
等
の
天
に
祈
る
部
分
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
次
に
、
呉
猛
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
楊
香
条
と
同
じ
く
、
御
伽
草
子
と
二
十
四
孝
詩
選
を
並
べ
て
上
げ
る
。
・
御
伽
草
子
「呉
猛
」
夏
夜
無
一帷
帳
蚊
多
不
敢
揮
一
恣
一渠
膏
血
飽
免
・使
・
入
一親
闥
一
呉
猛
は
、
八
歳
に
し
て
、
孝
あ
る
人
な
り
。
い
ゑ
ま
ど
し
く
し
て
、
よ
う
つ
こ
こ
ろ
に
た
ら
ざ
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
な
つ
に
な
り
け
れ
ど
も
、
帷
帳
も
な
し
。
呉
猛
み
つ
か
ら
お
も
へ
り
。
わ
が
こ
ろ
も
を
ぬ
ぎ
て
、
お
や
に
き
せ
、
わ
が
身
は
あ
ら
は
に
し
て
、
蚊
に
く
は
せ
た
ら
は
、
蚊
も
わ
が
み
を
く
ら
い
、
お
や
を
た
す
け
ん
と
お
も
ひ
、
す
な
わ
ち
、
い
つ
も
よ
も
す
か
ら
は
だ
か
に
な
り
、
わ
が
み
を
蚊
に
く
は
せ
て
、
お
や
の
か
た
へ
、
蚊
の
ゆ
か
ぬ
や
う
に
し
て
、
つ
か
へ
た
る
と
な
り
。
い
と
け
な
き
も
の
・
、
か
や
う
の
か
う
ー
は
、
ふ
し
ぎ
な
り
し
こ
と
ど
も
な
り
・
二
十
四
孝
詩
選
「呉
猛
」
夏
夜
無
・
帷
帳
-
蚊
多
不
一敢
揮
・
九
七
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
恣
二渠
膏
血
飽
一
免
・使
・
入
親
閲
一
呉
猛
年
八
歳
、
有
二孝
行
一、
家
貧
無
二帷
帳
一、
夏
不
・駆
・蚊
、
恐
三去
・
己
而
齧
二其
親
一也
御
伽
草
子
に
は
、
呉
猛
が
、
自
分
の
衣
を
親
に
着
せ
自
ら
は
裸
に
な
っ
て
蚊
に
食
わ
れ
、
蚊
か
ら
親
を
助
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
孝
詩
選
に
は
、
自
分
の
衣
を
親
に
着
せ
る
記
述
は
な
く
、
蚊
が
親
を
か
む
こ
と
を
恐
れ
て
蚊
を
駆
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。
呉
猛
の
伝
が
晋
書
九
十
五
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
二
十
四
孝
詩
選
同
様
、
蚊
を
駆
ら
な
か
っ
た
記
述
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
衣
を
親
に
着
せ
る
記
述
は
な
い
。
蚊
を
駆
ら
な
い
と
す
る
文
献
は
他
に
、
続
捜
神
記
(芸
文
類
聚
二
十
等
所
引
)
、
捜
神
記
(太
平
御
御
覧
四
一
三
等
所
引
、
続
捜
神
記
を
誤
る
か
)
、
逸
名
孝
子
伝
(太
平
御
覧
九
四
五
、
古
今
事
文
類
聚
後
集
四
十
九
所
引
)、
敦
煌
本
籏
金
二
十
九
、
同
事
森
、
同
語
対
「孝
養
」
、
孝
行
録
後
賛
章
、
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
等
が
あ
る
が
、
や
は
り
、
親
に
衣
を
着
せ
る
要
素
は
、
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
要
素
も
ま
た
、
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
・
静
嘉
堂
本
抄
〔
(
)
内
割
注
〕
呉
猛
(少
キ
時
、
母
ノ
蚊
二
食
ル
・
時
、
呉
猛
力
我
力
衣
タ
ル
衣
裳
ヲ
脱
キ
テ
、
母
ニ
キ
セ
テ
、
我
ハ
蚊
ニ
ク
ハ
ル
・
ナ
リ
)、
夏
夜
無
・帷
帳
一、
蚊
声
不
二
敢
揮
(不
払
ト
云
意
也
我
ハ
蚊
ニ
ク
ハ
レ
ナ
カ
ラ
ナ
リ
)
、
恣
・渠
膏
血
【飽
(ト
云
タ
レ
)
、
免
・
使
・
入
二親
闌
一
(免
ル
・
テ
ハ
ア
レ
呉
猛
后
ニ
ハ
、
魚
州
ノ
守
護
ト
成
ナ
リ
)
・
龍
谷
大
学
本
抄
呉
猛
少
年
な
り
し
時
、
夏
夜
に
、
蚊
来
て
母
を
く
ら
ふ
。
呉
猛
き
た
る
衣
九
八
裳
を
ぬ
き
て
、
母
に
き
せ
我
は
あ
か
は
た
か
に
成
て
、
蚊
に
く
は
れ
た
る
と
、
後
に
国
司
と
な
る
呉
猛
条
も
ま
た
、
月
菴
酔
醒
記
と
比
較
し
て
み
る
。
・
月
菴
酔
醒
記
「呉
猛
」
夏
夜
無
二帷
帳
一
蚊
多
不
敢
揮
}
恣
二渠
膏
血
一飽
免
・使
・
入
二親
闡
一
ご
ま
う
年
八
歳
か
う
ー
な
り
、
家
ま
つ
し
く
て
か
や
な
し
、
お
や
の
為
に
我
身
を
く
は
せ
け
れ
は
、
蚊
お
う
れ
て
み
な
さ
り
ぬ
月
菴
酔
醒
記
に
は
、
二
十
四
孝
詩
選
の
「恐
去
己
而
齧
其
親
也
」
に
相
当
す
る
部
分
が
な
く
、
ま
た
、
二
十
四
孝
詩
選
に
、
夏
に
蚊
を
追
い
払
わ
な
か
っ
た
と
あ
る
の
を
、
月
菴
酔
醒
記
は
、
蚊
を
追
い
払
っ
た
と
し
て
い
て
、
改
変
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
親
に
衣
を
着
せ
る
要
素
は
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
楊
香
条
と
同
じ
く
御
伽
草
子
や
二
つ
の
抄
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
御
伽
草
子
と
二
つ
の
抄
即
ち
、
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
の
聞
に
、
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
で
は
、
御
伽
草
子
と
二
つ
の
抄
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
楊
香
条
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
静
嘉
堂
本
抄
「山
二
入
テ
遊
ハ
ン
ト
」
、
龍
谷
大
学
本
抄
「
山
に
入
遊
ふ
」
や
、
静
嘉
堂
本
抄
「
二
人
ノ
者
ヲ
食
ト
テ
ヨ
ロ
コ
ヒ
テ
」
龍
谷
大
学
本
抄
「楊
香
父
子
を
食
殺
さ
ん
と
喜
て
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
御
伽
草
子
に
は
な
い
特
異
な
記
述
が
二
つ
の
抄
に
は
あ
る
。
二
つ
の
抄
で
は
静
嘉
堂
本
抄
が
先
行
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
静
嘉
堂
本
抄
は
詩
句
の
注
釈
書
で
あ
る
。
詩
句
か
ら
話
の
筋
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
に
特
異
な
記
述
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
つ
の
抄
は
御
伽
草
子
に
拠
っ
て
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
抄
は
御
伽
草
子
に
先
行
す
る
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
尚
、
二
つ
の
抄
の
両
方
が
御
伽
草
子
と
関
わ
る
の
か
、
或
い
は
一
方
だ
け
が
そ
う
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
楊
香
条
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
御
伽
草
子
「天
も
あ
は
れ
と
お
も
給
ひ
け
る
」
に
相
当
す
る
記
述
は
、
静
嘉
堂
本
抄
「天
モ
ア
ハ
レ
ミ
給
ヘ
ハ
」
し
か
な
い
し
、
呉
猛
条
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
御
伽
草
子
「わ
か
身
は
あ
ら
は
に
し
て
」
に
相
当
す
る
記
述
は
、
龍
谷
大
学
本
抄
「我
は
あ
か
は
た
か
に
成
て
」
し
か
な
く
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
三
枝
賢
が
関
係
す
る
二
十
四
孝
の
抄
は
、
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
枝
賢
が
書
写
し
た
孝
子
伝
に
つ
い
て
も
、
御
伽
草
子
の
説
話
本
文
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
二
十
四
孝
を
所
持
或
い
は
執
筆
し
た
枝
賢
は
、
孝
子
譚
に
関
心
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
は
、
枝
賢
が
書
写
し
た
孝
子
伝
一
巻
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
舟
橋
家
の
旧
蔵
に
な
る
こ
の
孝
子
伝
は
、
舟
橋
本
孝
子
伝
と
し
て
周
知
の
書
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
「右
孝
子
伝
上
下
、
雖
有
魚
魯
焉
馬
之
誤
繁
多
、
先
令
書
写
畢
、
引
勘
本
書
、
令
改
易
之
可
者
乎
、
此
書
、
毎
誦
読
、
涕
泣
如
雨
、
鳴
乎
夫
孝
者
、
仁
之
本
哉
天
正
第
八
秦
正
二
十
又
五
孔
徒
従
三
位
清
原
朝
臣
枝
賢
」
と
あ
っ
て
、
天
正
八
(
一
五
八
〇
)
年
、
即
ち
、
静
嘉
堂
本
抄
と
龍
谷
大
学
本
抄
の
奥
書
に
見
え
る
年
記
の
前
後
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
梁
の
武
帝
の
孝
思
賦
「毎
読
孝
子
伝
、
未
嘗
不
終
軸
輟
書
悲
恨
拊
心
鳴
咽
」
が
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
、
奥
書
の
「此
書
、
毎
誦
読
、
涕
泣
如
雨
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
枝
賢
の
感
激
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
、
御
伽
草
子
の
蔡
順
条
を
見
る
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
と
、
こ
の
孝
子
伝
も
ま
た
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
御
伽
草
子
と
、
二
十
四
孝
詩
選
を
上
げ
る
。
・
御
伽
草
子
「蔡
順
」
黒
椹
奉
二親
闡
啼
・飢
涙
満
・
衣
赤
眉
知
二孝
順
牛
米
贈
・
君
帰
蔡
順
は
、
汝
南
と
い
ふ
と
こ
ろ
の
人
也
。
王
莽
と
い
へ
る
人
の
時
分
の
末
に
、
天
下
大
に
乱
又
飢
饉
し
て
、
食
事
に
乏
し
け
れ
ば
、
母
の
た
め
に
、
く
は
の
み
を
ひ
ろ
ひ
け
る
が
、
熟
し
た
る
と
じ
ゆ
く
せ
ざ
る
と
を
分
た
り
。
此
と
き
、
　
世
の
み
だ
れ
に
よ
り
、
人
を
こ
ろ
し
、
は
ぎ
と
り
な
ど
す
る
者
ど
も
来
て
、
　
蔡
順
に
問
様
は
、
な
に
と
て
二
色
に
ひ
ろ
ひ
分
け
る
ぞ
、
と
い
ひ
け
れ
ば
、
蔡
順
、
ひ
と
り
の
母
を
持
て
る
が
、
此
熟
し
た
る
は
、
母
に
あ
た
へ
、
未
熟
せ
ざ
る
は
、
我
た
め
な
り
、
と
語
り
け
れ
は
、
心
づ
よ
き
不
道
の
も
の
な
れ
ど
も
、
か
れ
が
孝
を
か
ん
じ
て
、
米
二
斗
と
牛
の
あ
し
一
つ
あ
た
へ
て
さ
け
り
。
そ
の
米
と
う
し
の
も
・
と
を
母
に
あ
た
へ
、
又
み
つ
か
ら
も
つ
ね
に
食
　
す
れ
共
、
一
期
の
あ
ひ
だ
、
つ
き
ず
し
て
あ
り
た
る
と
な
り
。
こ
れ
か
ふ
ー
の
し
る
し
な
り
・
二
十
四
孝
詩
選
「蔡
順
」
黒
椹
奉
二親
闕
　
啼
・飢
涙
満
・
衣
赤
眉
知
二孝
順
一
牛
米
贈
・
君
帰
蔡
順
汝
南
人
、
王
莽
末
天
下
大
荒
、
順
拾
二桑
椹
一、
黒
赤
異
・器
、
盛
・
之
、
赤
眉
賊
見
而
問
・
之
、
日
黒
者
奉
・母
、
赤
者
自
食
、
賊
知
二其
孝
一、
乃
遣
二
米
二
斗
牛
蹄
一
隻
一而
去
二
十
四
孝
詩
選
の
蔡
順
条
は
、
徐
注
蒙
求
「蔡
順
分
椹
」
の
引
用
す
る
旧
注
と
同
九
九
御
伽
草
子
『二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
文
で
あ
る
の
で
、
董
永
条
や
王
衷
条
が
蒙
求
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
十
四
孝
詩
選
を
和
訳
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
の
だ
が
、
し
か
し
、
御
伽
草
子
に
は
二
十
四
孝
詩
選
に
は
な
い
要
素
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
赤
眉
賊
の
問
い
の
言
葉
「何
と
て
二
色
に
ひ
ろ
ひ
分
け
る
そ
」
(b
)
や
、
コ
期
の
問
つ
き
す
し
て
あ
り
た
る
」
(
c
)
と
い
っ
た
呪
宝
譚
の
要
素
で
あ
る
。
分
椹
譚
と
し
て
主
要
な
も
の
は
、
舟
橋
本
孝
子
伝
の
他
に
、
東
観
漢
記
十
六
、
千
字
文
「老
少
異
糧
」
注
、
蒙
求
注
、
陽
明
本
孝
子
伝
(陽
明
文
庫
蔵
)
が
あ
る
が
、
赤
眉
賊
の
問
い
の
言
葉
を
記
す
文
献
は
、
管
見
に
入
っ
た
資
料
の
中
で
は
、
次
に
上
げ
る
よ
う
に
陽
明
本
、
(
2
)
舟
橋
本
の
両
孝
子
伝
の
み
で
あ
る
。
・
陽
明
本
孝
子
伝
淮
南
人
蔡
順
至
孝
也
、
養
・
母
墓
々
、
母
詣
・婚
家
、
酔
・
酒
而
吐
、
順
恐
・
中
・
毒
、
伏
・
地
嘗
・
之
、
啓
・
母
日
、
非
・
毒
是
冷
耳
、
時
遭
年
荒
一、
採
二
桑
椹
赤
黒
二
籃
、
逢
赤
眉
賊
一、
々
問
日
、
何
故
分
『
別
桑
椹
二
種
一、
順
答
日
、
黒
者
飴
・
母
、
赤
者
自
供
、
賊
還
放
・
之
、
賜
一完
十
斤
、
其
母
既
没
、
順
常
在
墓
辺
、
有
二
白
虎
・、
張
・
口
向
・
順
来
、
順
則
申
・
臂
採
・
之
、
得
・
ノ
　
一
横
骨
、
虎
去
後
、
常
得
一
鹿
羊
報
・
之
。
所
謂
孝
感
・
於
天
一、
禽
獣
依
・
徳
也
・
舟
橋
本
孝
子
伝
蔡
順
者
汝
南
人
也
、
養
・
母
丞
々
、
母
詣
隣
家
、
酔
・
酒
而
吐
、
順
恐
・
中
・
毒
、
伏
・
地
嘗
・
吐
、
順
啓
・
母
日
、
非
・
毒
、
於
時
年
不
・
登
、
不
・
免
・
飢
渇
一、
ぬ
順
行
採
桑
実
、
赤
黒
各
別
・
之
、
忽
赤
眉
賊
来
、
縛
・順
欲
・食
、
乃
賊
云
、
何
故
桑
実
別
両
色
・耶
、
答
日
、
色
黒
味
甘
、
以
可
・供
・
母
、
色
赤
未
・
熟
、
此
為
己
分
、
於
・
時
賊
歎
云
、
我
雖
・
賊
、
也
亦
有
父
母
・、
汝
為
・
母
有
・
一
〇
〇
お
心
、
何
殺
食
哉
、
即
放
コ
免
之
・、
使
・
与
二
完
十
斤
・、
其
母
没
後
、
順
常
居
二
墓
辺
・、
護
母
骨
骸
一、
時
一
白
虎
、
張
・
ロ
而
向
・
順
来
、
順
知
・
虎
心
一、
ピ
申
・臂
探
・虎
喉
、
取
コ出
一
横
骨
一、
虎
知
・
恩
、
常
送
・
死
鹿
一
也
、
荒
賊
猛
虎
、
猶
知
恩
義
・、
何
況
仁
人
乎
也
呪
宝
譚
の
要
素
を
持
つ
文
献
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
孝
子
伝
に
あ
る
蔡
順
が
虎
の
喉
に
刺
さ
っ
た
骨
を
取
っ
て
や
っ
た
お
礼
と
し
て
常
に
虎
か
ら
獲
物
を
贈
ら
れ
る
こ
と
(.c
"c
)
を
呪
宝
譚
の
変
形
と
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
、
陽
明
本
、
舟
橋
本
の
両
孝
子
伝
が
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
陽
明
本
、
舟
橋
本
の
ど
ち
ら
の
孝
子
伝
が
、
御
伽
草
子
に
よ
り
近
い
の
だ
ろ
う
か
。
赤
眉
賊
の
問
い
の
言
葉
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
「何
故
分
別
桑
椹
二
種
」
(b
)
よ
り
は
、
舟
橋
本
孝
子
伝
の
「何
故
桑
実
別
両
色
耶
」
(げ
)
の
ほ
う
が
、
御
伽
草
子
の
「何
と
て
二
色
に
ひ
ろ
ひ
分
け
る
そ
」
(b
)
に
近
い
。
舟
橋
本
孝
子
伝
で
は
「縛
順
欲
食
」
(
勠
)
「何
殺
食
哉
」
(跏
)
と
い
っ
た
赤
眉
賊
が
人
を
殺
し
て
食
う
記
述
も
あ
っ
て
、
御
伽
草
子
の
「人
を
こ
ろ
し
、
は
き
と
り
な
と
す
る
者
共
」
(
a
)
に
似
て
い
な
く
も
な
い
。
御
伽
草
子
は
、
朱
寿
昌
条
の
刺
血
写
経
の
よ
う
に
、
二
十
四
孝
詩
選
の
記
述
に
別
の
文
献
の
記
述
を
一
部
挿
入
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
蔡
順
条
は
、
二
十
四
孝
詩
選
に
舟
橋
本
孝
子
伝
を
部
分
的
に
挿
入
し
た
も
の
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
御
伽
草
子
曾
参
条
の
説
話
本
文
冒
頭
「曾
参
、
あ
る
時
山
中
へ
薪
を
取
に
行
侍
り
。
母
留
守
に
ゐ
た
り
け
る
に
、
し
た
し
き
友
来
れ
り
」
も
、
舟
橋
本
孝
子
伝
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
か
。
山
中
へ
薪
を
採
り
に
行
く
記
述
は
二
十
四
孝
詩
選
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
冒
頭
で
は
な
く
叙
述
の
途
中
で
あ
り
、
「親
し
き
友
」
は
、
二
十
四
孝
詩
選
で
は
「親
客
」
と
な
っ
て
い
る
。
舟
橋
本
孝
子
伝
は
と
い
え
ば
、
曾
参
の
行
っ
た
五
孝
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
二
番
目
の
孝
行
、
即
ち
「
二
孝
」
が
御
伽
草
子
や
二
十
四
孝
詩
選
と
同
じ
話
な
の
で
あ
る
が
、
「
二
孝
」
の
冒
頭
は
「参
往
・山
採
・薪
、
時
朋
友
来
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
陽
明
本
孝
子
伝
を
見
て
み
れ
ば
「
父
使
・入
・
山
採
・
薪
、
経
停
未
・還
、
時
有
楽
成
子
来
覓
F之
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
話
を
記
述
す
る
文
献
に
は
、
論
衡
感
虚
篇
、
捜
神
記
十
一
、
逸
名
孝
子
伝
(太
平
御
覧
三
七
〇
所
引
)
孝
行
録
前
賛
章
、
日
記
故
事
巻
頭
二
十
四
孝
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
で
御
伽
草
子
の
「
し
た
し
き
友
」
に
該
当
す
る
記
述
を
見
る
と
、
捜
神
記
に
は
記
述
が
な
く
、
逸
名
孝
子
伝
が
「楽
成
」
と
す
る
ほ
か
は
、
皆
「客
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
伽
草
子
の
記
述
は
舟
橋
本
孝
子
伝
に
拠
る
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
御
伽
草
子
に
お
け
る
舟
橋
本
孝
子
伝
の
影
響
は
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
直
接
的
な
も
の
な
の
か
間
接
的
な
も
の
な
の
か
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
御
伽
草
子
の
周
辺
に
舟
橋
本
孝
子
伝
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
徳
田
和
夫
氏
は
、
山
科
言
経
の
日
記
に
た
び
た
び
見
え
る
二
十
四
孝
の
記
述
に
特
に
注
目
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
枝
賢
の
息
子
で
あ
る
秀
賢
の
日
記
『慶
長
日
件
録
』
に
つ
い
て
も
、
慶
長
八
(
一
六
八
〇
)
年
三
月
十
五
日
条
に
、
次
の
よ
う
な
(
23
)
記
事
が
あ
る
の
を
指
摘
し
て
い
る
。
晴
、
也
足
軒
来
談
、
双
瓶
嘉
肴
給
之
、
数
刻
打
談
、
廿
四
孝
こ
と
は
仮
名
に
所
望
之
仁
有
之
也
足
軒
は
中
院
通
勝
の
こ
と
で
、
二
十
四
孝
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
ら
し
い
。
こ
の
記
事
に
対
し
て
、
徳
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
通
勝
と
秀
賢
の
二
人
の
共
同
作
業
な
の
か
、
秀
賢
一
入
の
訳
注
和
文
化
な
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
漢
土
の
二
十
四
孝
テ
キ
ス
ト
が
本
朝
の
一
書
と
し
て
成
立
す
る
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識
人
の
参
画
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
徳
田
氏
が
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
に
は
、
清
原
枝
賢
の
学
問
が
関
わ
っ
た
跡
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
の
最
初
の
も
の
は
、
嵯
峨
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
角
倉
素
庵
や
本
阿
弥
光
悦
等
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
優
美
な
嵯
峨
本
は
、
伊
勢
物
語
や
源
氏
小
鏡
な
ど
公
家
の
文
化
を
引
き
継
い
で
い
る
。
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
も
そ
の
一
つ
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〔注
〕
(
1
)
山
岸
徳
平
氏
「
説
話
文
学
の
支
那
的
要
素
」
(
『文
学
』
2
・
5
、
昭
和
9
年
5
月
、
山
岸
徳
平
著
作
集
V
『説
話
文
学
研
究
』
〈有
精
堂
、
昭
和
47
年
〉
に
再
録
)
(
2
)
川
口
久
雄
氏
「
孝
養
譚
の
発
達
と
変
遷
(四
)
」
(
『書
誌
学
』
16
・
4
、
昭
和
16
年
4
月
)
(
3
)
長
澤
規
矩
也
氏
「
元
明
編
刊
の
故
事
集
に
つ
い
て
」
(
『書
誌
学
』
16
・
2
、
昭
和
16
年
2
月
、
長
澤
規
矩
也
著
作
集
3
『
宋
元
版
の
研
究
』
〈汲
古
書
院
、
昭
和
58
年
〉
に
再
録
)
(
4
)
母
利
司
朗
氏
「
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
考
-
日
本
近
世
に
お
け
る
『
二
十
四
孝
』
享
受
史
の
諸
問
題
1
」
(
『東
海
近
世
』
4
、
平
3
年
9
月
)
(
5
)
川
瀬
一
馬
氏
「
二
十
四
孝
詩
註
に
就
い
て
」
(
『書
誌
学
』
17
・
5
、
6
、
昭
和
16
年
12
月
、
「
二
十
四
孝
詩
註
の
研
究
」
と
し
て
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
〈大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
18
年
〉
に
再
録
)
一
〇
一
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
の
説
話
本
文
に
つ
い
て
(坪
井
直
子
)
(
6
)
禿
氏
祐
祥
氏
解
説
『二
十
四
孝
詩
選
』
(全
国
書
房
、
昭
和
21
年
)
龍
谷
大
学
蔵
『全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
甲
本
、
乙
本
の
孝
子
の
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
大
舜
2
漢
文
帝
3
丁
蘭
4
孟
宗
5
閔
損
6
曾
参
7
王
祥
8
老
莱
子
9
姜
詩
10
黄
山
谷
1
唐
夫
人
12
楊
香
13
董
永
14
黄
香
15
王
襃
16
郭
巨
17
朱
寿
昌
18
剣
子
19
蔡
順
20
庚
黔
婁
21
呉
猛
2
張
孝
張
礼
23
田
真
24
陸
績
(
7
)
徳
田
進
氏
『孝
子
説
話
集
の
研
究
-
二
十
四
孝
を
中
心
に
ー
』
(井
上
堂
旦
房
、
昭
和
38
年
)
本
論
後
編
四
章
四
(
8
)
徳
田
和
夫
氏
「
お
伽
草
子
「
二
十
四
孝
」
誕
生
前
夜
」
『和
漢
比
較
文
学
叢
書
』
6
(汲
古
書
院
、
昭
和
62
年
、
「
二
十
四
孝
)
誕
生
前
夜
と
し
て
『
お
伽
草
子
研
究
』
〈
三
弥
井
書
店
、
昭
和
63
年
〉
二
篇
四
章
に
再
録
(
9
)
注
5
前
掲
論
文
(
10
)
注
8
前
掲
論
文
(
1
)
三
浦
俊
介
氏
「
『
二
十
四
孝
』
1
董
永
譚
を
中
心
に
ー
」
(
『国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
61
・
5
、
平
成
8
年
5
月
)
(
12
)
川
崎
博
氏
「嵯
峨
本
『
二
十
四
孝
』
の
挿
絵
作
者
に
つ
い
て
」
㈲
(
『国
華
』
一
二
三
八
、
平
成
10
年
12
月
)
(
13
)
黒
田
彰
先
生
「
二
十
四
孝
原
編
、
趙
子
固
二
十
四
孝
書
画
合
璧
に
つ
い
て
」
(
『説
林
』
48
、
平
成
12
年
3
月
、
『孝
子
伝
の
研
究
』
〈佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
〉
皿
四
に
再
録
)
(
14
)
注
12
前
掲
論
文
(
15
)
柳
田
征
司
氏
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
二
十
四
孝
詩
註
』
に
つ
い
て
」
(山
内
洋
一
郎
、
永
尾
章
曹
氏
編
『近
代
語
の
成
立
と
展
開
』
〈
継
承
と
展
開
2
、
和
泉
書
院
、
平
成
5
年
〉
所
収
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『二
十
四
孝
詩
註
』
の
影
印
あ
り
)
(
16
)
上
田
憲
子
氏
「清
原
枝
賢
撰
『
二
十
四
孝
注
』
考
」
(『
国
文
学
論
叢
』
39
、
平
成
6
一
〇
二
年
2
月
、
龍
谷
大
学
蔵
『
二
十
四
孝
注
』
の
翻
刻
あ
り
)
(
17
)
注
2
前
掲
論
文
(
18
)
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
二
十
四
孝
詩
註
』
と
龍
谷
大
学
蔵
『二
十
四
孝
注
』
の
孝
子
の
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
大
舜
2
董
永
3
丁
蘭
4
閔
損
5
剣
子
6
孟
宗
7
朱
寿
昌
8
田
真
9
郭
巨
10
老
莱
子
1
呉
猛
12
曾
参
13
漢
文
帝
14
王
哀
15
楊
香
16
庚
黔
婁
17
張
孝
張
礼
18
黄
香
19
黄
山
谷
20
陸
績
21
唐
夫
人
2
王
祥
23
姜
詩
24
蔡
順
(
19
)
長
澤
規
矩
也
氏
編
『和
刻
本
類
書
集
成
3
』
(汲
古
書
院
、
昭
和
52
年
)
所
収
(
20
)
『月
巷
酔
醒
記
』
(古
典
文
庫
四
一
五
、
昭
和
56
年
)
(
21
)
母
利
氏
注
4
前
掲
論
文
の
注
(
7
)
に
は
、
龍
谷
大
学
蔵
『
二
十
四
孝
注
』
と
同
一
内
容
を
持
つ
、
金
剛
寺
蔵
慶
長
三
年
六
月
書
写
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
『
二
十
四
孝
注
』
の
よ
う
な
解
釈
に
月
菴
酔
醒
記
が
拠
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
(
2
)
幼
学
の
会
編
『孝
子
伝
注
解
』
(汲
古
書
院
、
平
成
15
年
)
所
収
(
23
)
注
8
前
掲
論
文
(
つ
ぼ
い
な
お
こ
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
研
修
員
)
(指
導
"
黒
田
彰
教
授
)
二
〇
〇
四
年
十
月
十
五
日
受
理
